
元
の
台
東
区
や
愛
媛
県
の
松
山
市
な
ど

で
実
施
さ
れ
、
好
評
を
博
し
た
。

　

作
品
と
交
流
す
る
子
ど
も
た
ち
の
意

識
は
、
宇
宙
に
ま
で
飛
び
出
す
こ
と
が

で
き
る
は
ず
。
創
作
に
没
頭
し
た
と
き

の
感
覚
を
、
宇
宙
飛
行
士
と
時
空
を
超

え
て
共
有
す
る
こ
と
で
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン

は
１
つ
の
目
的
を
達
す
る
…
…
、
と

い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

実
は
シ
ャ
ミ
ト
フ
飛
行
士
へ
の
作
業

手
順
書
に
は
、
撮
影
や
製
作
の
手
順
が

時
系
列
で
記
さ
れ

て
い
る
だ
け
で
な

く
、
た
と
え
ば
土

偶
な
ど
の
よ
う
な

さ
ま
ざ
ま
な
文
化

が
生
ん
だ
〝
ひ
と

が
た
〞の
写
真
が
、

そ
し
て
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
製
作
を

終
え
て
喜
ぶ
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
の

写
真
も
付
さ
れ
て

　

つ
ま
り
は「
宇
宙
で
粘
土
細
工
す
る
」

と
い
う
こ
と
だ
が
、
し
か
し
シ
ン
プ
ル

な
そ
の
行
為
の
背
後
に
は
人
間
と
芸
術

に
関
わ
る
深
い
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。

　

そ
も
そ
も
彫
刻
は
人
類
最
古
の
表
現

形
式
だ
。
初
期
の
作
品
は
お
そ
ら
く
、

つ
く
り
手
で
あ
る
ヒ
ト
を
模
倣
し
た

〝
ひ
と
が
た
〞
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
し

て
彫
刻
と
い
う
行
為
は
、
製
作
を
通
じ

作
品
と
自
分
の
内
面
と
の
関
係
を
つ
く

っ
て
い
く
こ
と
で
も
あ
る
。
自
分
と
作

品
の
間
の
密
な
交
流
が
あ
っ
て
こ
そ
、

作
品
は
光
を
放
つ
│
│ 

。

　

そ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
「
宇
宙
モ

デ
リ
ン
グ
」
を
提
案
し
た
の
が
当
時
東

京
藝
大
教
授
だ
っ
た
米
林
氏
だ
。
長
い

準
備
期
間
を
経
て
実
施
に
こ
ぎ
つ
け
た

の
は
昨
年
８
月
12
日
未
明
の
こ
と
。
Ｉ

Ｓ
Ｓ
か
ら
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
映
像
を
筑

波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
で
見
守
っ
た
米
林
氏

は
こ
う
振
り
返
る
。

「
粘
土
を
こ
ね
始
め
た
ら
、
饒
舌
だ
っ

た
シ
ャ
ミ
ト
フ
さ
ん
が
次
第
に
無
口
に

な
っ
て
い
っ
た
。つ
く
り
な
が
ら
考
え
、

評
価
し
、
ま
た
手
を
加
え
る
プ
ロ
セ
ス

に
集
中
し
て
い
く
の
が
よ
く
わ
か
り
ま

し
た
。
１
体
が
ふ
わ
ふ
わ
と
宙
を
漂
い

な
が
ら
２
体
目
に
取
り
組
む
様
子
も
よ

か
っ
た
が
、
最
後
に
見
せ
て
く
れ
た
の

が
、
な
ん
と
も
い
え
な
い
、
い
い
笑
顔
。

宇
宙
飛
行
士
の
あ
ん
な
笑
顔
は
見
た
こ

と
が
な
か
っ
た
で
す
よ
（
笑
）」

　

２
体
の
作
品
は
シ
ャ
ミ
ト
フ
宇
宙
飛

行
士
と
と
も
に
地
球
に
帰
還
し
、
米
林

氏
の
手
許
に
届
け
ら
れ
た
（
写
真
は
そ

の
う
ち
１
体
）。
そ
し
て
こ
こ
ま
で
が

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
前
半
部
分
。

　

あ
と
の
半
分
を
担
当
す
る
の
は
、
地

上
の
子
ど
も
た
ち
で
あ
る
。
宇
宙
飛
行

士
の
活
動
を
ビ
デ
オ
で
見
た
後
、
同
じ

粘
土
で
〝
ひ
と
が
た
〞
に
取
り
組
む
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
、
東
京
藝
大
の
お
膝

彫
刻
家
の
米
林
雄一氏（
東
京
藝
術
大
学
名
誉
教
授
）が
代
表
研
究
者
を
務
め
た

「
宇
宙
モ
デ
リ
ン
グ
」の
試
み
が
、２
０
０
8
年
８
月
に
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
I
S
S
）の

「
き
ぼ
う
」船
内
実
験
室
で
行
わ
れ
た
。「
文
化
／
人
文
社
会
科
学
利
用
パ
イ
ロ
ッ
ト
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」の

一環
と
し
て
、I
S
S
第
17
／
18
期
長
期
滞
在
ク
ル
ー
の
グ
レ
ゴ
リ
ー・シ
ャ
ミ
ト
フ
宇
宙
飛
行
士
が

担
当
し
た
の
は「
未
来
の
ヒ
ト
を
想
像
し
な
が
ら
、粘
土（
手
芸
や
工
作
で
使
わ
れ
る
軽
量
粘
土
）で

〝
ひ
と
が
た
〞を
２
体
製
作
す
る
」と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
っ
た
。（
文
／
喜
多
充
成
）

い
た
の
だ
と
い
う
。

「
宇
宙
へ
送
っ
た
粘
土
、
余
っ
た
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
わ

れ
わ
れ
の
も
と
に
は
戻
っ
て
き
て
い
な

い
。
た
ぶ
ん
シ
ャ
ミ
ト
フ
さ
ん
が
何
か

を
つ
く
り
、
自
分
の
お
子
さ
ん
に
で

も
持
ち
帰
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」

　

宇
宙
飛
行
士
も
ま
た
創
作
を
通
じ
、

地
上
と
意
識
を
通
わ
せ
て
い
た
に
違
い

な
い
。

地
上
で
の
創
作
活
動
を

宇
宙
と
つ
な
げ
る

東京芸術大学名誉教授。1942年東京都
生まれ。金沢美術工芸大、東京藝大で彫刻
を学び、東京藝大で教鞭を執る（2008年
春まで）。「きぼう」利用関連では「宇宙手
形」「宇宙モデリング」などを提案し、実施
した。

米林雄一
Yonebayashi Yuichi

　相模原キャンパスでは、夏の一般公開で来場者アン
ケートを集めていますが、その中に「内容が多くて１
日では回りきれない」、「２日ないし年２回開催してほ
しい」といった意見が数多くありました。これを受け
て、２日間、あるいは年２回の開催が過去何回か検討
されましたが、結局立ち消えになっていたようです。
　年２回の開催は、同じJAXAの筑波宇宙センター
では実績がありますが、手狭な相模原では手間や経費
などから現実的ではないようでした。そこで当初案と
して、まず「土日連続開催」を提示しましたが、労務
管理的な問題などもあって、最終的に広報委員会から
「金土連続開催」という妙案をいただきました。とい
うわけで、異論もありましたが、とりあえず前へ一歩、
足を踏み出してみたのが、今回の７月24・25日の一
般公開でした。

　平日で雨だったせいもあってか、初日の来場者は
4,320人（＝相模原キャンパス会場のみ）にとどまり
ましたが、２日目の土曜日は、来場者が昨年実績をか
なり上回る9,268名となり、２日間合計で1万3,588
名と出ました。
　日程と会場の拡大に伴い、実施内容に変化をもたせ、
マンネリを打破することも可能になりました。たとえ
ば今回初参加となったフィルムセンターの映写ホール
では、大人向けの宇宙科学セミナーを実施しました。
好評でしたので、定番化させる方向で進めたいと思っ
ています。
　また、実際にやってみると、参加者のアンケートだ
けではわからなかった２日公開のメリットが見えてき
ました。参加する側には、２日間連続でじっくり見学
したり、日を選んで混雑を避けたり、都合のいい日に
参加できるということがあります。実施する側は、も
ちろん体力的に大変でしたが、初日に気づいたことを
翌日の展示内容に反映できたり、準備と撤収が別の日

相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
年
に一
度
、夏
休
み
時
期
に

合
わ
せ
て
施
設
の一
般
公
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。

過
去
に
多
く
の
来
場
者
の
方
か
ら
、

1
日
だ
け
で
な
く
２
日
間
（
な
い
し
は
年
２
回
）

開
催
し
て
ほ
し
い
と
の
リ
ク
エ
ス
ト
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、つ
い
に
今
年
は
、

そ
れ
に
応
え
て
金
・
土
曜
日
、

2
日
間
連
続
の
公
開
を
試
行
し
ま
し
た
。

ま
た
最
近
は
、地
元
で
の
存
在
感
を
高
め
る
た
め
に

キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
地
域
行
事
へ
の
参
加
も

精
力
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

こ
れ
ら
相
模
原
の
暑
い
夏
を
総
括
し
ま
す
。

相模原
キャン

パス一
般公開

での

探査ロ
ーバー

の

屋外デ
モンス

トレー
ション ８月８日の

橋本七夕まつりでの観望会

９月５日の

大野南ふる
さとまつり

での観望会

８月２日のふちのべ銀河まつりでの講演

一歩踏み出すことの勇気

来場者だけでなく内部にも好評

宇宙科学研究本部対外協力室教
授。専門は電波天文学、星間物
理学。宇宙科学を中心とした広報
普及活動をはじめ、ロケット射場
周辺漁民との対話や国際協力など
「たいがいのこと」に挑戦中。写真
は、今年の相模原キャンパス一般
公開で初めて行った宇宙科学セミ
ナーにて、司会中のひとこま

阪本成一
Sakamoto Seiichi

になるなど、いい部分もありました。
　一昨年から相模原キャンパスの展示室は土日含めて
常時見学できますので、年に一度の一般公開は、来年
から「特別公開」という名称にして、さらによりよい
公開にしていきたいと考えています。

　今年から始めているもう１つの試みは、地域で行わ
れているお祭りやイベントへの参加です。人を集める
のではなく、人が集まるところに出て行って、宇宙の
研究開発の内容や、地域にその拠点があるということ
を知ってもらいたい、というのがねらいです。
　今年の夏休み期間は、「ふちのべ銀河まつり」、「橋
本七夕まつり」、「大野南ふるさとまつり」に出展させ
ていただき、若田光一宇宙飛行士から相模原市民に向
けたビデオメッセージを流したり、望遠鏡をもち込ん
で月や木星の観望会などを行って好評をいただきまし
た。秋から冬にかけても、「相模大野おおの万灯まつり」
や相模大野北口商店街のハロウィンなど、まだまだイ
ベントは続きます。

まだまだ続くお祭り行脚

"ひとがた"を製作中のシャミトフ宇宙飛行士（左、NASA提供）と地球帰還後、米林氏に届けられた作品

米林氏が手にしている金属のケースは、ISSに軽量粘土を運び、
作品を持ち帰ったフライト品（実物）
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